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顕法を中心に一 (Neurologia medico-chirurgica 
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毛細血管も表面が不整で，輪状陥没を多数認めた。細
静脈では， Mercoxがコンブ状に血管外に流出してい
た。凍結割断走査電顕では，細静脈の内腔には Marcox
が充満し，血管周辺にも Mercoxの流出を認めた。透
過型電顕では，細静脈の内皮細胞および pericyteの空
腔形成を認めた。
以上，1)虚血脳の微小血管は狭小化し，弾力性に
乏しい走行をしており，このような血管構築の変化に
より，濯流圧の変化は直接末梢代に伝達され，循環の
dysautoregulationが生じて来る可能性が示唆された。
2 )大脳基底核部には高度の梗塞を認め，微小血管は
壊死に陥り，細動脈(約50μm)の血管破綻により，塊
状の出血を生じたと考えられた。 3)大脳皮質(外シ
ルビウス回の皮髄境界部)では，細動脈の openjunc-
tionを中心とした静脈性点状の出血を生じたと考え
られた。
医学研究科委員会は審査委員の報告に基づいて審査
した結果，本論文は外傷に基づく脊髄損傷の発生機序
並びに治療治について大きく貢献した研究と考え"学
位に充分値するものとして合格と判定した。
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